
2019(R01).11.17 

３１年ぶりの全国大会県予選決勝戦は０－９５で敗退 
 

  

  

  

  

 



  令和元年１１月１７日（日）１３：００ 水戸ケーズデンキスタジアムで第９９回全国高校ラグビーフットボ

ール大会茨城県予選の決勝戦が行われ、日立一高は前半０－４３、後半０－５２、計０－９５で茗渓学

園に敗れ、３５年ぶりの全国大会出場は果たせませんでした。 

 快晴に恵まれ、ベストコンディションで臨んだこの一戦、開始５分まではＦＷの奮闘や１５人全員の渾

身のタックルもあって、新人戦や関東大会県予選の決勝戦よりも両チームの差は縮まったかのように

感じられました。 

 しかし６分、タッチライン際のディフェンスが被ってしまい、ＳＨ→ＷＴＢと繋がれトライを奪われ、更に、

ＦＷがラックサイドを突いても、ＢＫに回しても容易にゲインできないと判断した茗渓学園は、ＴＢライン

裏へのハイパントを多用し始め、キック処理が乱れた隙を突かれて攻め込まれる場面が続きました。 

 風下で、こちらのキックが伸びないこともあり、茗渓バックスリーの頭を越せず、カウンターを喰らうな

どしてトライを重ねられ、前半が終了 

 後半も、ラインアウトやスクラムなどのセットプレーでは、ほぼ互角に渡り合うものの、スピードに乗り

つつ微妙にポイントをずらしてくる茗渓学園にタックルポイントを外され、或いは強引にタックルを振り

ほどかれ、トライを重ねられます。 

 後半のラスト５分、マイボールキックオフのボールを№８手柴が敵陣に飛び込んで確保して茗渓ゴー

ルに迫り、ラックでの相手ペナルティからゴール前ラインアウトの得点機を得ます。ラインアウトモール

からゴール寸前まで怒涛のＦＷラッシュ、しつこくラックサイドを突いて最後はインゴールに入った

か！！と思われましたがグランディングを認められず、ノーサイド 
 

 最後のワンプレイまで、部員たちは緊張の糸を切らすことなく戦い抜いてくれました。その姿を１・２年

生たちは忘れることはないでしょう。そして、各地からＯＢ達が集結し、声援を送ってくれました。もちろ

ん保護者の皆さんも、声をからして応援してくれました。...点差こそ開きましたが、決勝戦にふさわしい

ナイスゲームだったと思います。 
 
 また、この試合、日立一高サッカー部が応援に来てくれ、歌や声援で試合を盛り上げてくれました。
その友情に感謝です。 
 また、彼らは試合終了後のグランドのゴミ拾いまでしてくれました。...好感度アップでした。 
 

 優勝こそ逃したものの、堂々の準優勝です。我々ＯＢは現役部員の頑張りを誇りに思います。先発１

５人中１１人の１・２年生たちに、来シーズンの活躍を期待したいと思います。 

 御声援をいただいたＯＢ・保護者・関係者の皆様、本当にありがとうございました。 

 御指導をいただいた先生方にも、心から御礼申し上げます。 

 

 

ノーサイド寸前、ＦＷが怒涛の攻撃でイン 

ゴールに持ち込んだが 

惜しくもグラウンディングできず 



  

  

  

  


